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学外 :茅誠司 (東京大学)､菊地正士 (大阪大学)､坂田昌一 (名古屋大学)､朝永坂一郎 (東京

























































































































































































































































































1963)､C.H.Townes(米 1964)､a.P.Feynman (米 1965)､氏.S.Muliken(英1966)､L.Onsager

















年 度 長 期 研 究 会 短 期 研 究 会 そ の 他
昭和 27年度(湯川記念館) ･宇宙線ゼミナール核反応 ･素粒子論夏の学校





昭和 29年度 ･中間子静 ･中間子の多重発生 ･基礎論討論会 (3回)
･量子統計力学 ･BeV現象及び新粒子
･原子核理論 ･非線型理論天体の核現象一次宇宙線磁気的相互作用
昭和 30年度 ･場の理論 ･多体問題 ･基礎論討論会 (6回)
･核力及び中間子論 ･生体物理非直交性の閉篭天 の核現象高エネルギー現象固 内の電子的素過程 ･素粒子論夏の学校
昭和 31年度 ･原子核討論会 ･超高温電気伝導核 4重極能率新粒子低エネルギー原子核反応磁分子間力と気体液体



















































































自然の進化と学問の進化 (早川幸男)､星の進化 (林忠四郎)､太陽系の起源 (小野 周)､天体
内部特に流動性核の問題 (川井直人)
(7)物性理論 ･統計力学










































































田泰三､中川昌美)､原子核における核力 ･飽和性 ･分子的構造 (坂東弘治)､物理学の基
























































































































































昭和 16年 低温科学研究所 (北海道大学)､工学研究所 (京都大学)
昭和 18年 科学計測研究所 (東北大学)､弾性工学研究所 (九州大学)




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































汐見三郎 (京大名誉教授)､長谷川万苦 (京大理学部)､石川芳次郎 (京福電鉄社長)､大原総一郎 (倉敷

































































川口 正昭 (助 手)昭27.8～34.ll(東教大理)
湯川 秀樹 (教 授)昭28.8～45.3(停年)
木庭 二郎 (教 授)昭29.ll-39.3(ニ ルースボーア研究所)
山崎 和夫 (助 手)昭29.12～36.3(福井大工)
片山 泰久 (助教授)昭32.7～36.3
(教 授)昭36.4～41.10(京大工)
磯 親 (助 手)昭32.8～34.ll(乗数大理)
排田 善良 (助 手)昭33.1～39.3(核研)
上田 顕 (助 手)昭33.4-36.10(京大工)
松本 賢一 (助 手)昭35.4～39.7(金沢大理)




梅村 勲 (助 手)昭40.1～44.3(京大工)
牧 二郎 (教 授)昭41.3～平4.3(停年､近畿大工)
河原林 研 (助教授)昭41･11-46.9(東大教葺)




小林 正典 (助 手)昭45.10-47･9(岐阜大教育)
位田 正邦 (教 授)昭45.12-54.12(神戸大理)
牟田 泰三(助教授)昭46.10-57.7(広島大理)
福田札二郎 (助 手)昭47.8～57.3(慶応大理工)
田島 俊彦 (助 手)昭48.8～49.ll(富山工専)
植松 恒夫(助 手)昭50.8～56.12(京大教兼)
小平 治郎 (助 手)昭54.10～55.8(広島大理)
益川 敏英 (教 授)昭55.4～平2.10(京大理)
青木 健一(助 手)昭57.9-平4.3(金沢大理)
福来 正孝 (助教授)昭58.4-平8.5(宇宙線研)
畑 浩之 (助 手)昭58.8～61.9(京大理)
西島 和彦 (教 授)昭61.4-平2.3(停年､中央大理工)





青田 思郎 (助 手)昭27･8-31･9(核研)
丸森 寿夫 (助 手)昭31･1-32.3(九大理)
岩垂純二 (助 手)昭31.4-36.3(東大教♯)
高木 修二(教 授)昭34.12-40.3(阪大基エ)
星特 恵夫 (助 手)昭37.4～41.7
(助教授)昭41.7～42.2(京大工)
物性･生物物理
松原 武生 (教 授)昭30.1～昭35･3(京大理)






碓井 恒丸 (教 授)昭36.2-40.ll(名大理)
長岡 洋介 (助 手)昭36.4-41.4(名大理)
(教 授)昭52.4～59.3(名大理)




早川 幸男 (教 授)昭29.1-34.2(名大理)
矢島 信男 (助教授)昭41.9～46.3(京大工)










堀内 飛 (助 手)昭45.8-48.4(京大理)






氷上 忍 (助 手)昭50.4～56.3(東大教兼)
久保 売五(教 授)昭55.4～56.4(慶応大理工)
蔵本 由紀 (教 授)昭56.4～60.4(京大理)
山田 耕作 (助教授)昭57･4-62･10(京大理)
小貴 明 (助教授)昭58.1-平3.3(京大理)
高山 - (教 授)昭59･8～平元.3(筑波大物理)












素粒子論 教 授 静谷謙一､二宮正夫
助教授 稲見武夫､久保蕗次郎､佐々木隆､松尾泰
助 手 上原正三､寺崎邦彦､福間牌文
原子核 教 授 松井哲男
助教授 阿部恭久
助 手 松尾正之
物性 ･生物物理 教 授 関本 謙､長岡洋介
助教授 古崎 昭､村瀬雅俊













































15)湯川秀樹自選集 1学問と人生 (1971年 朝日新聞社)
16)湯川秀樹著作集 1学問について (1989年 岩波書店)
15)16)に文献7)等に湯川の書いた基研に関する文章が含まれている｡





19)小林稔 :湯川記念館 一 研究所の一つのあり方 (現代自然科学講座 12,85ページ,1952年
弘文堂)
執筆は1952年10月｡記念館設立に至る状況等の報告｡
20)小林稔 :湯川記念館 (日本物理学会誌7巻 (1952)228ページ)








23)小林稔 :基礎物理学研究所設立のころ 1､2 (自然1973年4月号36,5月号68)
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長岡 洋介､登谷 美穂子
24)牧二郎 :湯川秀樹博士と基礎物理学研究所 (科学52巻(1982)2号 107)
25)特集 :湯川秀樹博士追悼 (日本物理学会誌37巻(1982)4号)
1981年9月に死去した湯川博士の追悼号｡基研時代については牧二郎､西島和彦が執筆｡
26)*小沼通二 :大学における研究所改革 (講座 ｢日本の大学改革｣4,299ページ,1982年 青
木書店)
27)西島和彦 :広大理論研と京大基研の合併問題について (素研 77(1988)213)
合併問題について所長としての考え方を述べた｡























36)座談会 ｢プログレスの25年を回顧して｣ (日本物理学会誌26巻 (1971)7号512ページ)
出席者は井上健､小林稔､小谷正雄､寺本英､湯川秀樹､牧二郎 (司会)0
37)日本の物理学史 下 資料編 (1978年 東海大学出版会)
ProgressVol.1No.1-4目次､｢素粒子論研究｣No.1目次､｢物性論研究｣第5号 ～ 第12号目次､
国際理論物理学国際会誌関係資料が載っている｡ただしここにあるProgress表紙蓑の文章は後にN0.1
が品切れになり再刊されたときのもので､創刊時のものではない｡ほかに基研に関する資料もあるがこ
れはAに掲載済みのもの｡
38)湯川記念財田の30年 (1985年)
39)湯川記念財団の40年 (1995年)
38)39)には財団の沿革等が述べられている｡39)は募金の記録､湯川奨学生 (研究月)のリストを収録｡
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